








要約 

 ラットの steroid induced retinopathy の光学顕微鏡所見について報告した。ヒトの未

熟児網膜症やラットの oxygen induced retinopathy とラットの steroid induced 

retinopathy との類似点は,3者とも網膜血管の硝子体内への侵入が認められることである。

相違点は,網膜神経線維層における血管形式組織の増殖が前の 2 者には認められるのに対

し,後者では認められない点であり,その原因について今後検討していく予定である。 

 未熟児網膜症の実態の全国的調査の予備的調査として,分担研究者の関係する慶大,国立

小児病院について,前者は昭和 49～54年まで,後者は昭和 52～54 年までの 3年間の活動期

症例の発症状況,光凝固,瘢痕期症例について調査した。その結果，活動期の発症率は従来

と差異がなく，重症例は低下しているが極小未熟児では,少数ながら依然として視覚障害児

の発生の危険が続いていることがわかった。 
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